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（メッセージ） 
リゾ脂質Ｇ蛋白質共役受容体 (GPCR)にはスフィンゴシン1-リン酸（S1P）、リゾホスファ
チジン酸(LPA)などに対するEdg受容体ファミリーと、スフィンゴシルホスホリルコリン
（SPC）、サイコシンなどに対するOGR1受容体ファミリーが存在する。私達はS1P、LPA
などの脂質分子は血中においてリポ蛋白質に結合していること、従来観察されていたリポ
蛋白質作用の一部はS1P，LPA/Edg受容体ファミリーを介していることを見出し、リポ蛋白
質の多機能性を説明する新しいメカニズムであることを提唱している。一方、OGR1ファ
ミリーの場合はSPC，サイコシンなどの受容体として同定されていたが、最近になり、細
胞外プロトンを感知しpHセンサーとして細胞内シグナル系を活性化することが我々を含
む国内外のグループで明らかにされた。現在、私達はリゾ脂質受容体を（1）リポ蛋白質
作用の仲介機能（2）細胞外pHセンサー機能という新しい視点から解析し、リゾ脂質性シ
グナル分子受容体が示す多機能性の分子機構、さらに、これらの受容体系と病態との関連
を解析している。 
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（研究室で有する実験技術・リソース） 
各種Edg受容体、OGR1受容体（OGR1、GPR4、G2A、TDAG8ファミリー遺伝子発現ベクター。S1P、
LPA含量測定のためのバイオアッセイ系（バイオアッセイのため必ずしも目的にそぐわない場合もあ
る）。初代培養細胞調製（アストログリア細胞、髄膜細胞、肝臓細胞）。特殊性はうすいがボイデン
チャンバー法による細胞遊走、放射性イノシトールを用いたイノシトールリン酸測定、細胞内カルシ
ウム測定。  

 


